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南浦幌地区給食サービス（ボランティア：吉野ラポール婦人会）

ただ今！地域のふれあい応援中！
−社協地域福祉振興事業−

やさしさとぬくもりのこもった福祉によるまちづくりを推進
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希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
当
協
議
会
の
事
業
推
進
に
対
し
町
民
（
会
員
）
の

皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
衷
心
よ
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
展
や
経
済
の
長
期
的
な
低
迷
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し

い
情
勢
が
続
く
中
、
子
育
て
や
介
護
を
め
ぐ
る
問
題
、
児
童
・

高
齢
者
虐
待
問
題
、
生
活
困
窮
を
は
じ
め
と
す
る
深
刻
な
生
活

課
題
を
抱
え
た
方
々
へ
の
支
援
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
制
度
の
枠
組
み
だ
け
で
は
対
応

す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
課
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
今
な
お
不
自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ

る
多
く
の
方
々
に
対
す
る
継
続
し
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に

向
け
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
団
体
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
果
た
す
役
割
は
、

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
当
町
の
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て

お
り
、
少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
み
、
高
齢
者
化
率
は
、
三
十
五
．
六
％
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
会
は
、
こ
の
こ
と
を
充
分
に
踏
ま
え
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
の

強
化
を
図
り
、
更
に
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
常
に
意
識
し
て
、
役
職
員

は
も
と
よ
り
各
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
、
幅
広
い
地
域
福
祉
活

動
に
取
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
、
町
民
皆
様
の
暖
か
い
ご

支
援
と
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
（
会
員
）
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
心
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暮
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ま
ち
づ
く
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車いす1台→プルタブ140万個～200万個
アルミ資源800㎏に相当します。

▶アルミ総預量

８０７㎏
▶運賃量

２４７㎏
▶差引後現在アルミ量

５６０㎏

プルタブ回収運動中間報告

平成25年12月1日現在

どれくらい集めたら車いす？

◎ 総　人　口 5,353人
◎ 高 齢者人数 1,908人（65歳以上）
◎ 世 帯 数 2,384人
◎ 高 齢者化率 35.6％

平成26年1月4日現在

あと ２４０㎏（１台）

浦幌町の高齢者人口のようす

◎ 在宅高齢者世帯 1,180世帯
（一人暮し世帯） 280世帯
（高齢者のみ世帯） 368世帯
（高齢者同居世帯） 532世帯

　ご家庭での介護は、ご家族の頑張りだけで解決することは
大変難しいことです。頑張り過ぎは、ご本人とご家族の共倒
れの原因にもなります。お気軽に相談して下さい。

ケアプランセンターうらほろ
☎５７６－５５６６（社会福祉協議会内）

♥ケアプランは、希望を伝えて納得のいくものを

　基本的にケアマネジャーが立案することになりますが、その際にサービスを受けるご本人やご家族の意向を十分に伝
えることにしましょう。わからないことや納得のいかない点があれば確認することも重要です。

♥より良いケアプランを作成してもらうために

　①単純にサービスを選ぶのではなく、あくまでも自立を目的とした有効なサービスを選んだ内容になっているか。
　②ご本人やご家族の情報や要望、目標をきちんとケアマネジャーに伝えた内容となっているか。

③ケアプランの内容を下記に注意し、必ず確認する。
　○プランの目標や方針が設定されているか？
　○ご本人とご家族の意向が記載されているか？
　○介護保険以外のサービスも広く組み入れられているか？
　○かかる費用が予算内におさまっているか？

♥基　本　理　念

　住み慣れた我が家で、自分らしい生活がいつまでも・・・・。そのきもちを最大限に尊重し、ご本人、ご家族とよく
話し合い、より快適な生活をおくっていただくためにケアプランを一緒に作り上げていきます。
　その話し合いの中から適切な支援（サービス）を調整し、できるだけ自立した張りのある生活を実現していただきます。

♥こんな姿勢で仕事をしています

　○自己決定を最大限に尊重し、ご本人、ご家族の希望に添った支援をします。
　○自ら行えることを大切にし、側面から自立に向けた支援を心がけます。
　○中立公平を心がけ、ご本人、ご家族に不利益をもたらすことはしません。
　○ご本人、ご家族の個人情報の扱いには、常に、細心の注意をはらいます。
　○懇親丁寧、誠心誠意の姿勢で対応させていただきます。

介護のことでお困りごとはありませんか？
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新
た
な
生
活
課
題
・
福
祉
課
題

が
顕
在
化
し
、
地
域
で
支
援
を
必

要
と
す
る
人
が
増
加
す
る
中
、
住

民
活
動
が
地
域
に
浸
透
・
定
着
し
、

独
自
の
役
割
や
位
置
を
確
か
な
も

の
に
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
域
で
の
積
極
的
な
活
動
が

次
々
と
生
ま
れ
る
様
々
な
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
捉
え
住
民
参
加
・

協
働
に
よ
る
社
会
福
祉
を
実
現
す

る
こ
と
が
、
社
協
の
使
命
で
あ
り

存
在
意
義
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
『
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立

し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る
』
た
め

の
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
大
会
を
組
織
の
使
命
と
役
割

を
再
確
認
す
る
場
に
し
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も

に
本
会
の
福

祉
事
業
の
進

展
に
貢
献
さ

れ
た
方
々
を

表
彰
し
、
感

謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

大
会
趣
旨

第18回 浦幌町社会福祉大会
ふれあい広場うらほろ　

（平成25年11月9日　保健福祉センターを会場に開催する）

♥
−大会スローガン−

感謝状の贈呈（平成23年11月～25年10月まで）

社会福祉事業資金として10万円以上の浄財を寄付された方

宝 　 町 村 田 一 司 様 栄 　 町 上 川 紀 子 様
十 勝 太 葛　西　美枝子 様 北 　 町 高 橋 澄 子 様
南 　 町 福 田 清 範 様 富 　 川 佐　藤　ユキヱ 様
朝 　 日 河 内 貞 一 様 相 　 川 廣 田 　 博 様
万 　 年 北 村 正 志 様 常 　 室 大 木 キ ナ 様
万 　 年 橋 枝 俊 英 様 緑 　 町 宮 本 宮 子 様
北 　 栄 阿 部 　 榮 様 厚 　 内 齊 藤 弘 史 様
川 流 布 石 黒 　 光 様 美 　 園 林 　 律 子 様
北 　 栄 福 田 順 一 様 南 　 町 出　村　フク子 様
東 山 町 亀 山 　 昇 様 万 　 年 坂 下 　 巌 様
相 　 川 上 出 裕 子 様 帯 　 富 守 田 幸 子 様
稲 　 穂 大 谷 　 勝 様 朝 　 日 山 田 幸 雄 様
緑 　 町 森 　 節 子 様 帯 　 富 菅 原 　 浩 様
寿 　 町 阿 部 正 行 様 神奈川県 下 坂 洋 二 様
南 　 町 故 木 村 八重子 様 活 　 平 山 本 　 博 様
豊 頃 町 坂 口 勇 喜 様 貴 老 路 中 野 　 毅 様
円 　 山 松 田 　 潔 様 寿 　 町 米 澤 栄 子 様
静 　 内 鳴 海 孝 次 様 住 吉 町 橋 本 葉 子 様
常 　 豊 藤 川 勝 博 様 帯 　 富 田　子　美智子 様
千 歳 町 森　　　啓之介 様 帯 　 富 塩　村　キクエ 様
相 　 川 香 川 貞 子 様 桜 　 町 小田切　　　勉 様
帯 　 富 吉 野 　 宏 様 万 　 年 横 田 孝 志 様
帯 　 富 玉 置 真 幸 様 静 　 内 二 瓶 雅 之 様
南 　 町 熊 谷 晴 裕 様 帯 　 富 山 村 幹 雄 様
栄 　 町 藤　田　ユキ子 様 宝 　 町 宮 部 保 博 様
帯 　 富 大 山 允 子 様 新 　 町 稲 垣 和 幸 様
十 勝 太 出口  護・恵子 様 稲 　 穂 山 田 　 豊 様
宝 　 町 池 戸 信 之 様 宝 　 生 小 島 忠 徳 様
宝 　 生 志 賀 信 一 様 厚 　 内 齋 藤 英 孝 様

表彰状並びに感謝状の贈呈
◎社会福祉協議会の役員として10年以上在職
　　 共　栄　 松　原　賀　子  様
　　 住吉町　 三　浦　直　春  様
◎民生委員児童委員として10年以上在職
　　 寿　町　 金　澤　茂　樹  様
　　 住吉町　 山　岸　嘉　平  様
　　 常　室　 西　名　春　雄  様
　　 稲　穂　 芳　賀　幸　夫  様
　　 万　年　 坂　下　昇　市  様
　　 厚　内　 藤　谷　一　郎  様
　　 南　町　 増　子　ミ　チ  様
　　 南　町　 齊　藤　敎　子  様
◎社協役員として長期在職し、ご勇退
　　 寿　町　 荒　木　英　夫  様

と　き　平成２６年２月１日（土曜日）
ところ　帯広市　とかちプラザ１階
　　　　帯広市西４条南１３丁目１番地

日　程　午前の部　１０：３０～１２：３０
　　　　相談会直前！応援セミナー
　　　　『出会いのチャンスを活かそう、増やそう』
　　　　講師／城戸和子氏（事前申込必要）

　　　　午後の部　１３：３０～15：３０
　　　　福祉職場個別相談会（事前申込不要、入退場自由）

申込・お問合せ　☎ 0155-27-2525
帯広市社会福祉協議会（帯広市福祉人材バンク）

参加無料 福祉職場説明会のお知らせ

隔年
開催
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〈 友愛セールへの『提供品』ありがとうございました 〉
売上金　24,800円　全額を社会福祉事業資金として 

本 　 町 高 室 景 子 様 緑 　 町 森　　　ひろ子 様 宝 　 町 楫 　 照 子 様 北 　 町 松 内 啓 子 様

南 　 町 谷 尾 典 子 様 東 山 町 沢 井 律 子 様 本 　 町 干 場 良 子 様

栄 　 町 嶋 田 昌 江 様 宝 　 町 道 川 友 子 様 幸 　 町 大　本　眞里子 様

十 勝 太 出 口 恵 子 様 住 吉 町 髙 田 時 江 様 本 　 町 坪　内　万千子 様

寿 　 町 緑　川　多加子 様 美 　 園 吉 田 岩 夫 様 北 　 町 岡　戸　ゆり子 様

幸 　 町 山　本　ひとみ 様 上 厚 内 北 野 良 子 様 材 木 町 古 川 朋 子 様

住 吉 町 小　林　美智子 様 吉 　 野 塚 田 和 子 様 栄 　 町 高 橋 廣 幸 様

寿 　 町 齋　藤　タミ子 様 北 　 栄 渡　辺　美喜子 様 ボランティアいちげの会 様 ご協力に感謝いたします

ボランティアさんを　はじめ多くの方々のご協力をい
ただき、この広場の目的である『障がいをもつ人もも
たない人もこの交流の場を通じて、社会参加を促進し、
お互いを理解すること』が推進されました。

東北地方復興支援販売 手をつなぐ親の会 玉ねぎ格安販売 いつも満員のふれあい喫茶店

ふれあい無料コーナー ゲームコーナー 女性連 複十字募金コーナー いちげの会 炊き出し試食

クロバー共同作業所  作品販売 コミュニティ浦幌 手づくりローソク等販売

大人気の手づくりぱん販売　おんべつ学園 心友愛会作品販売 鮭の格安販売

提供品盛りだくさんの友愛セール 毎回大盛況になる　おたのしみ抽選会

ふれあい  　 広場うらほろ



��

社会福祉事業
資金として 善意の寄付

（平成25年10月3日〜12月30日）

　常日頃、社会福祉活動に深いご理解を賜り、温か
いご支援とご協力をいただき心より厚くお礼申し上
げます。この度、次の方々より本会事業資金として
多額の寄付並びに物品等をお寄せいただきました。
　このご厚志に対し感謝をいたすと共に紙上をもっ
てお礼申し上げます。

◎共 　 栄 保 坂 友 子 様 ◎ 浦 幌 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ  様
車いす購入のために　　　   リングプル2.2㎏

年忘れ
チャリティー益金を

30,000円

◎厚 　 内 齋 藤 英 孝 様
御内室様のご逝去に際し 100,000円

◎幸 　 町 竹 田 成 子 様
紙おむつ多数

◎南 　 町 坂 　 下 　 ミ サ ヲ 様 ◎ コ ミ ュ ニ テ ィ 浦 幌 様
御主人様のご逝去に際し 100,000円

ふれあい広場出店の
手作りローソク等の
販売収益金を

5,000円

◎帯 　 富 西 垣 隆 夫 様
御母堂様のご逝去に際し 100,000円

◎ 宮 本 建 設 有 限 会 社 様
物置のリフォーム材一式

◎緑 　 町 森 　 　 　 ひ ろ 子 様 ◎宝 　 生 前 谷 一 雄 様
御主人様のご逝去に際し 100,000円 御母堂様のご逝去に際し 50,000円

◎東 山 町 敦 賀 　 仁 様 ◎静 　 内 二 瓶 雅 之 様
御岳母様のご逝去に際し 100,000円 シャワーチェア・歩行器各１台

◎北 　 町 鹿 　 内 　 ト シ 子 様 ◎ 浦 幌 郵 便 局 様
歩行器・浴室用車いすほか お客様からお預かりした使用済み切手多数

◎苫小牧市 石 川 悦 子 様 ◎南 　 町 志 谷 博 資 様
御尊父様のご逝去に際し 30,000円 社会福祉事業資金として 10,000円

◎北 　 町 佐 藤 淑 子 様 ◎ 匿 　 　 　 　 　 　 　 名 様
手編み靴下・カバー多数 社会福祉事業資金として 10,000円

◎音 更 町 岩 　 井 　 ツ エ 子 様 ◎光 　 南 坂 　 下 　 礼 　 子 様
御主人様のご逝去に際し 100,000円 12月の市街地区給食

サービス利用者の皆
さん全員に手編み靴
下カバーをプレゼン
ト

◎材 木 町 古 川 朋 子 様
社会福祉事業資金として 5,000円
在宅福祉活動に　　　　　　　　タオル多数

◎厚 　 内 齋 　 藤 　 か よ 子 様 ◎相 　 川 廣 　 田 　 美 津 子 様
御主人様のご逝去に際し 100,000円 御尊父様のご逝去に際し 100,000円

◎十 勝 太 大 　 西 　 み き 子 様 ◎桜 　 町 今 村 　 久 様
使用済み切手多数 御母堂様のご逝去に際し 100,000円


